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はじめに
　大乗菩薩道の実践において、その代表とされるのは般若波羅蜜を中心とす
る六波羅蜜であることは、周知の通りである。しかしながら、大乗の菩薩が
実践すべき徳目の中には、阿含以来の伝統的な実践行も数多く包摂されてい
ることもよく知られている。その一つに、本稿で取り上げる三十七菩提分法
が挙げられる。三十七菩提分法は、阿含以来の代表的な修行方法の一つとし
て、アビダルマにおいて継承され、阿羅漢果の獲得を目指す声聞行として体
系化された。それらは四念処・四正勤・四神足・五根・五力・七菩提分・八
聖道を数え、すでに阿含において、同項目がまとまった形で登場することが
知られる。では、それがいかにして大乗の諸経論に説かれ、大乗菩薩道の体
系に組み込まれていくのか、そのような三十七菩提分法の大乗的修習の変遷
について、僅かながら考察を加えることが、本稿の目的である。
　三十七菩提分法の大乗的修習については、早くから小品系の『八千頌般
若』（As. t. asāhasrikā Prajñāpāramitā）を契機に、増広を経た大品系の『二万五
千頌般若』（Pañcavim. śatisāhasrikā Prajñāpāramitā）などに説かれ、大乗菩薩
道の体系に組み込まれている。そして、その大乗菩薩道の体系に組み込まれ
た三十七菩提分法は、瑜伽行派の中で大いに発展することとなる。すなわち、

『菩薩地』（Bodhisattvabhūmi）や『中辺分別論』（Madhyāntavibhāga）といっ
た瑜伽行派の論書にその説示が見られ、その中で菩薩にとっての三十七菩提
分法の大乗的修習が、声聞・独覚の二乗より勝れていることが強調される。
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　そこで本稿では、まず三十七菩提分法の大乗的修習の萌芽といえる、般若
経の説示を確認する。続いて、瑜伽行派における菩薩にとっての三十七菩提
分法修習について、『菩薩地』や『中辺分別論』を中心とする瑜伽行派論書
の記述を基に考察する。特に『中辺分別論』では、「不可得という仕方」

（anupalambhayoga）という語をもって、二乗とは異なる三十七菩提分法の大
乗的修習が宣揚されている。そして、それと同様の解釈が中期中観派の論書
にも見られることを指摘し、同論と『中辺分別論』との関係を明らかにする。

1.　般若経における三十七菩提分法修習の萌芽
　まず、『八千頌般若』および『二万五千頌般若』の記述を確認する。

『八千頌般若』AsP 197.26-30:
mamāpi hi Subhūte ito nirjātaiva sarvajñatā, yad uta s. ad. bhyah.  
pāramitābhyah.  | tat kasya hetoh.  | āsu hi Subhūte s. at.su pāramitāsu 
saptatrim. śadbodhipaks. ā dharmā antargatāh. , catvāro brahmavihārāh. , 
catvāri sam. grahavastūni, yāvām. ś ca kaścid buddhadharmo buddhajñānam.  
svayam. bhūjñānam acintyajñānam atulyajñānam aprameyajñānam 
asam. khyeyajñānam asamajñānam asamasamajñānam.  sarvajñajñānam, 
sarvam.  tat s. at.su pāramitāsv antargatam | 
実にスブーティよ、この私の一切智者性も、六波羅蜜から生じたもので
ある。それはなぜか。実にスブーティよ、三十七菩提分法はこれら六波
羅蜜に包含されているし、四梵住や四摂事、およそ仏の徳性といわれる
もの、仏智、自ら生じる智、不可思議な智、類い無き智、無量なる智、
数えきれない智、比類無き智、至高なる智、全智者の智、そのすべてが
六波羅蜜に包含されているからである。

『二万五千頌般若』PsP 99.22-100.2:
api tu khalu punah.  Kauśika prajñāpāramitā pūrvam. gamā nāyikā 
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bodhisattvasya mahāsattvasya dānam.  dadatah.  | prajñāpāramitā 
pūrvam. gamā bodhisattvasya mahāsattvasya śīlam.  raks. atah.  ks. āntim.  
bhāvayato vīryam ārambhamān. asya dhyānam.  samāpadyamānasya | 
dharmān vibhāvayatah.  bodhisattvasya mahāsattvasya prajñāpāramitā 
pūrvam. gamā nāyikā | sarvadharmān. ām anupalambhayogena | evam.  
vyastasamastānām.  skandhadhātvāyatanapratītya-samutpādān. gānām 
anupalambhayogena |  saptatrim. śatām.  bodhipaks. yān. ām.  dharmān. ām 
anupalambhayogena … 
さてカウシカよ、菩薩大士が布施を行う際に、般若波羅蜜は先導者であ
り導き手である。菩薩大士が、戒を保持し忍辱を修習し精進を起こし禅
定に入る際に、般若波羅蜜は先導者である。菩薩大士が法を観察する際
に、般若波羅蜜は先導者であり導き手である。一切法を不可得という仕
方によって［観察する］。このように区別され集約された［五］蘊・［十
八］界・［十二］処・［十二支］縁起の諸要素についても、不可得という
仕方によって［観察する］。三十七菩提分法についても不可得という仕
方（anupalambhayoga）によって［観察する］…。

　『八千頌般若』では、三十七菩提分法は六波羅蜜に包摂されるものとされ、
大乗菩薩道の体系に組み込まれている。
　また、『二万五千頌般若』の当該箇所では、五蘊などの諸要素と共に
anupalambhayoga をもって三十七菩提分法を観察することが示される。た
だ、そこで菩薩行としての三十七菩提分法が声聞行などより勝れていること
を明確に論じることはない。anupalambhayoga という語は『二万五千頌般
若』において、しばしば般若波羅蜜などを対象として見られるタームである。
より早い成立の『八千頌般若』のサンスクリットやチベット訳の上には見ら
れないものである。

⑸

─ 115 ─

三十七菩提分法の大乗的修習について



2.　瑜伽行派における三十七菩提分法の大乗的修習
・『菩薩地』
　まず、『菩薩地』における三十七菩提分法の大乗的修習を確認する。『菩薩
地』「菩提分品」において、三十七菩提分法を主題とする箇所で、各支分一
つ一つの解説ではなく、それをどのように修習するかが端的に説かれている。

『菩薩地』BBh 259.7-15: 
katham ca bodhisattvah.  saptatrim. śatsu bodhipaks. yes. u dharmes. u 
yogam.  karoti | iha bodhisattvah.  catasro bodhisattvapratisam. vido 
niśrityopāyaparigr. hītena jñānena saptatrim. śad bodhipaks.yām.  dharmān 
yathābhūtam.  prajānāti | na caitām.  sāks. ātkaroti | sa dvividhenāpi 
yānanayena tān yathābhūtam.  prajānāti | śrāvakayānanayena ca 
mahāyānanayena ca | tatra śrāvakayānanayena yathābhūtam.  prajānāti 
| tadyathā Śrāvakabhūmau sarvam.  yathā nirdist. .am.  veditavyam |
また菩薩は、どのように三十七菩提分法に専念するのか。ここで菩薩は、
菩薩の四無礙解に依拠して、方便に摂受される知によって、三十七菩提
分法を如実に知るのであって、これらを現証するのではない。彼（菩

薩）は二種の乗の道理によっても、それらを如実に知る。［すなわち］
声聞乗の道理と大乗の道理によってである。そのうち、声聞乗の道理に
よって如実に知るのである。『声聞地』において、すべて示された通り
に、そのように理解すべきである。

　このように『菩薩地』において、菩薩は声聞乗の道理に従った三十七菩提
分法と、大乗の道理に従った三十七菩提分法の両方を修習すると考えている。
そして、声聞乗の道理に従った三十七菩提分法の修習内容に関しては『声聞
地』の記述に従うとしている。そこで『菩薩地』は大乗の道理に従った三十
七菩提分法について、四念処の身念処を例に、勝義と世俗の二諦に分類して、
以下のように論じている。
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『菩薩地』BBh 259.15-260.1:
katham.  ca bodhisattvo mahāyānanayena saptatrim. śad bodhipaks. yām.  
dharmān yathābhūtam.  prajānāti | iha bodhisattvah.  kāye kāyānudarśī 
viharam.  naiva kāyam.  kāyabhāvato vikalpayati | nāpi sarven. a sarvam 
abhāvatah.  | tam.  ca kāyanirabhilāpyasvabhāvadharmatām.  yathābhūtam.  
pra jānāt i  |  iyam asya pāramārth ik ī  kāye kāyānupaśyanā 
smr. tyupasthānam |
sam. vr. ttinayena punar bodhisattvasyāpramān. avyavasthānanayajñānān-
ugatam.  kāye kāyānupaśyanā smr. tyupasthānam.  veditavyam | yathā 
kāye  kāyānupaśyanā  smr. tyupas thānam evam avaś i s. t. ān i 
smr. tyupasthānāny avaśist. .āś ca bodhipaks.yā dharmā veditavyāh.  |
また、菩薩はどのように大乗の道理によって、三十七菩提分法を如実に
知 る の か。 こ こ で 菩 薩 は、 身 体 に お け る、 身 体 に 関 す る 観 察

（kāyānudarśin）に住しつつ、身体を身体存在（kāyabhāva）として、決
して分別しない。さらに、あらゆるあり方で、一切は非存在であるとも

［分別］しない。また、それ（身体）を身体の離言自性なる法性（kāyanir

abhilāpyasvabhāvadharmatā）として如実に知る。これが彼（菩薩）にと
っての勝義としての、身体における、身体に関する観察が念処である。
一方、世俗の道理では、菩薩にとっての無量なる［確立された道理によ
る知］に随順する身体における、身体に関する観察が念処である、と知
られるべきである。身体における、身体に関する観察が念処であるのと
同様に、残りの念処と残りの菩提分法が知られるべきである。

　一般的に、四念処とは、身・受・心・法を、浄・楽・我・常のそれぞれの
対治である、不浄・苦・無我・無常をもって観察することである。その場合
の項目自体は、声聞などと菩薩は共通である。しかし、ここで説かれるよう
に、大乗の道理に従う三十七菩提分法修習の方法は、「分別しない」ことと、

「離言自性」として、すなわち言語表現されないものとして身体を観察する
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ことである。これが菩薩にとっての身念処の修習であるという。

・『中辺分別論』
　『中辺分別論』第 IV 章「対治修習品」では、三十七菩提分法を中心とす
る瑜伽行派の伝統的修道論が展開されている。そこでは、三十七菩提分法の
各項目を解説した後、「対治修習の区別」（pratipaks.aprabheda）という箇所
で、三十七菩提分法修習について菩薩と二乗の区別すなわち大乗菩薩の優位
性を明示している。以下、世親釈とともに確認する。

『中辺分別論』MAVBh 55.12-19:
bodhisatvānān tv
　　ālambanamanaskāraprāptitas tadviśist. .atā ||
śrāvakapratyekabuddhānām.  hi svāsantānikāh.  kāyādaya ālambanam | 
bodhisattvānām.  svaparasāntānikāh. , śrāvakapratyekabuddhā 
anityādibhir ākāraih.  kāyādīn manasikurvanti | bodhisattvās tv 
anupalambhayogena | śrāvakapratyekabuddhāh.  smr. tyupasthānādīni 
bhāvayanti yāvad eva kāyādīnām.  visam. yogāya | bodhisattvā na 
visam. yogāya | nāvisam. yogāya | yāvad evāpratist. .hitanirvān. āya |
けれども、諸菩薩にとって［の三十七菩提分法の修習］は、
　　�ⅰ　所縁と　ⅱ　作意と　ⅲ　得られた［結果］という点で、彼ら（声

聞・独覚）よりも勝れている。（IV.12cd）

ⅰ　実に、諸々の声聞や独覚にとって［の三十七菩提分法の修習］は、
自己の相続としての身体などが所縁である。［一方、］諸菩薩にとって

［の三十七菩提分法の修習］は、自己と他者の相続としての［身体など
が所縁である］。
ⅱ［また、］諸々の声聞や独覚は、無常などの行相によって身体などを
作意する。一方、諸菩薩は不可得という仕方で［作意する］。
ⅲ［さらに、］諸々の声聞や独覚は、ただ身体などを離れるため、［四］
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念処などを修習する。［一方、］諸菩薩は離れるためではなく、離れない
ためでもなく、ただ無住処涅槃のために［修習する］。

　ここで、菩薩にとっての三十七菩提分法の修習は、ⅰ　自己と他者の相続
としての身体などを所縁とし、ⅱ　不可得という仕方（anupalambhayoga）

で身体などに作意し、ⅲ　離繫・不離繫のためではなく、ただ無住処涅槃の
ために修習するとされている。先に確認した『菩薩地』では、四念処のうち
の身念処の修習について、「有であるとも無であるとも分別せず、離言自性
のものとして観察すべき」とされていた。それに対して、『中辺分別論』の
当該箇所では、菩薩にとっての三十七菩提分法修習の特徴の一つに「不可得
という仕方」（anupalambhayoga）を明示している。この anupalambhayoga
という語は、先に見たように『二万五千頌般若』で多用される表現である。
そのため、世親（Vasubandhu）は、『二万五千頌般若』の説示を承けて、同
論 に 説 か れ る 菩 薩 に と っ て の 三 十 七 菩 提 分 法 の 修 習 解 釈 に
anupalambhayoga を持ち込んでいると考えられる。
　では、なぜ世親は般若経以来の用語をここで用いたのか。管見の限り、世
親の諸経論において、修道論の文脈でこの語が登場するのは、この『中辺分
別論』のみであると思われる。それについては、この『中辺分別論』の構造
上あるいは思想上の位置付け、特に第 I 章「相品」との関連から見出される
ものであると考えられるが、ここでは言及せず別稿に譲りたい。

3.　『思択炎』における三十七菩提分法の大乗的修習
　中期中観派に属する清弁（Bhāviveka, ca. 490-570）は、その主著『中観心
論』（Madhyamakahr. daya） に 対 す る 自 注 と 伝 え ら れ る『思 択 炎』

（Tarkajvālā）において、大乗非仏説への論難の中で、三十七菩提分法の大乗
的修習について以下のように言及している。

『思択炎』TJ 335.11-22, D 165b2-4, P 179a8-b2:
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gang ʼdi ltar sdug bsngal dang | kun ʼbyung ba dang | ʼgog pa dang | 
lam gyi bden pa dang | dbang po dang | stobs dang | byang chub kyi 
yan lag dang | lam dang | stobs bcu dang | mi ʼjigs pa dang | so so yang 
dag par rig pa dang | sangs rgyas kyi chos ma ʼdres pa la sogs pa theg 
pa chen por bstan pa de dag nyid ʼdul ba dang | mdo sde dang | chos 
mngon pa rnams su yi ge de dang | tshig de dag dang gsal byed de 
dag nyid kyis bstan te | de rnams bsgoms pas nyon mongs pa spong 
bar kun kyang mtshungs so | | khyad par ni theg pa chen po mi dmigs 
paʼi tshul gyis shes byaʼi sgrib pa spangs pa ni bcom ldan ʼdas ʼbaʼ zhig 
yin no | | ʼdis ni ʼdul ba la sogs par bstan paʼi bden pa la sogs par ni 
theg pa chen po thams cad du bstan pa yin pas mdo sde la sogs pa 
dang theg pa chen po phan tshun bsdus pa yin te | don gyis na mdo 
sde la sogs paʼi nang du theg pa chen po bsdus pa yin pas gzhan gyi 
gtan tshigs ma grub par ston to | |
苦・集・滅・道の［四］諦、［五］根・［五］力・［七］菩提分・［八聖］
道、十力・［四］無畏・［四］無碍智・［十八］不共仏法など、以上のよ
うな大乗において説かれた他ならぬそれらのものが、諸々の律・経・論
の中の名・句・文それぞれによって説かれている。それら（四諦および

三十七菩提分法など）を修習することによって煩悩［障］を断じるとい
う点で、［大乗と二乗とは］共通である。［大乗と二乗とが］異なる点は、
大 乗 は［そ れ ら を 修 習 す る こ と に よ っ て］、 不 可 得 と い う 仕 方

（*anupalambhayoga）で所知障を断じ、［またそれが可能なの］は世尊た
だ一人［と説く］ことである。以上によって、律などの［三蔵］におい
て説かれた［四］諦などは大乗のあらゆる所に説かれているから、経な
ど［の三蔵］と大乗とは相互相摂である。つまり、経など［の三蔵の］
中に大乗は含まれているから、対論者の証因は成立しないと説く。

　ここで、大乗法に包摂された三十七菩提分法などを修習することによって、
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煩悩障を断じるという点で、大乗と二乗とは共通であるが、一方の大乗は、
同じそれらを修習することによって、所知障を断じ、ここに大乗の優位性が
あるという。この二障の差異を大乗と二乗の区別に導入する点は、瑜伽行派
の影響を受けていることは明白である。そして、その所知障を断じる方法論
として、「不可得という仕方」（anupalambhayoga）を導入し、それをもって
二乗とは異なる、三十七菩提分法の大乗的修習を明示している。つまり、所
知障の断と「不可得という仕方」（anupalambhayoga）の二点で、大乗的な修
習の様相を表しているといえよう。以上のことは、文脈上、前項で見た『中
辺分別論』の思想に影響を受けたものと理解される。『中辺分別論』が修道
論的な大乗の優位性を示す際に用いた語を、ここで『思択炎』が二障の差異
とともに使用することは、『思択炎』が『中辺分別論』から影響を受けた可
能性が高いことが示唆される。
　しかしながら、この『思択炎』における清弁の思想を扱う上では、同論が
清弁の真作であるか否かという問題が孕む。近年では、特に二諦説の解釈を
中心にその議論が展開され、未だ決着を見ない。ここで、そのような清弁造
の真偽を論じるに値する資料は持ち合わせていないが、上記で述べた『中辺
分別論』と『思択炎』の影響関係については、すでに早島 [2014] などによ
って二諦説の勝義解釈の観点から指摘されている。同様の影響関係が修道論
の文脈においても確認できることは、著者清弁の真偽は確定せずとも、両論
の近似性を示唆するものである。

結びにかえて
　以上、三十七菩提分法の大乗的修習について、大乗の諸経論の記述を基に
大まかにその変遷を辿った。それによって以下のことが提示できよう。まず
般若経では、『八千頌般若』において三十七菩提分法は六波羅蜜すなわち大
乗菩薩道の主要体系に組み込まれ、それが『二万五千頌般若』になると、波
羅蜜行などと共に anupalambhayoga をもって三十七菩提分法を観察するこ
とが示される。そして瑜伽行派に受容され、まず『菩薩地』において、三十

⒁

⒂

⒃
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七菩提分法修習方法は声聞と菩薩それぞれの道理によって理解すべきといい、
そのうち大乗の道理に従う三十七菩提分法修習は、「分別しない」ことと、

「離言自性」として言語表現されないものとして菩提分法を観察することと
される。続く『中辺分別論』では、すでに偈頌において「彼ら（声聞・独覚）

よりも勝れている」（tadviśist. .atā）とされ、三十七菩提分法修習における大
乗菩薩の優位性が強調されている。世親によれば、「不可得という仕方」

（anupalambhayoga）をもって、二乗とは異なる三十七菩提分法の大乗的修習
方法が新たに宣揚されている。これは『二万五千頌般若』の説示を承けての
ものと考えられる。そして、『中辺分別論』において修道論上の大乗優位性
を示す際に用いられた anupalambhayoga という語が、中期中観派論書であ
る『思択炎』においても、三十七菩提分法などの修習において二障の差異と
ともに現れる。このことは、『思択炎』が『中辺分別論』から影響を受けた
可能性が高いことを示唆するものである。
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註
⑴　三十七菩提分法は、三十七菩提覚分、三十七道品などの別名でも呼ばれ、初
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期仏教の段階では七つの項目が列挙されるのみであり、菩提分（法）という
タームそのものは見られない。sattatim. sa bodhipakkhiyadhammā の語が現れ
る 文 献 と し て、『ミ リ ン ダ 王 の 問 い』（Milindapañha）、『清 浄 道 論』

（Visuddhimagga）などが挙げられる。Cf. 池田［1997］
⑵　小沢［1975a］では、大品般若経および『大智度論』を中心に、菩薩の実践

としての三十七菩提分法について、その位置や意義を考察している。
⑶　しかし、瑜伽行派の論書の中でも、その論書の思想立場上、上記の区別が明

確でない説示も見られる。『阿毘達磨集論』（Abhidharmasamuccaya）や『顕
揚聖教論』などがその例である。なお、『摂大乗論』（Mahāyānasam. graha）第
V 章では、十地を説く際に、第四焰慧地に三十七菩提分法が配当されており、
これは『十地経』の第四焰慧地が三十七菩提分法各項目を詳述することに起因
する。

⑷　また『八千頌般若経』には、三十七菩提分法が十八不共仏法などと同値され
る表現も見られる。これは瑜伽行派をはじめ、これ以降の大乗の諸経論にしば
しば見られる定型表現としてよく知られる。

　AsP 97.6- 7 :
　　　�evam.  saptatrim. śadbodhipaks. ā dharmā balāni vaiśāradyāni pratisam. vido 

ast. . ādaśāven. ikā buddhadharmāh.  sasan. gāsan. gā iti na carati, carati 
prajñāpāramitāyām |

　　　�このように、三十七菩提分法、［十］力、［四］無畏、無礙弁、十八不共仏
法が執着され、執着されない、というように追求しないならば、般若波羅
蜜を追求するのである。

⑸　なお、同じ大品系に分類される『一万八千頌般若』（As. t. ādaśasāhasrikā 
Prajñāpāramitā）でも anupalambhayoga の語はいくつか見出されるが、その
修習対象は、三十七菩提分法ではなく波羅蜜行である。

　As. t. ādaśasāhasrikā Prajñāpāramitā I 139-140:
　　　�bhagavān āha: iha Subhūte ādikarmiken. a bodhisattvena mahāsattvena 

prathamacittotpādam evārabhya anupalambhes. u sarvadharmes. u 
śiks. itavyam | tena dānam.  dadatā anupalambhayogena dānam.  dātavyam, 
ś ī lam.  raks. atānupalambhayogena śī lam.  raks. i tavyam.  ks. āntyā 
sam. pādayatānupalambhayogena ks. āntyā sam. pādayitavyam | vīryam 
ārabhamān. enānupalambhayogena vīryam ārabdhavyam | samādhim.  
samāpadyamānenānupalambhayogena samādhih.  samāpattavyah.  prajñām.  
bhāvayatā | anupalambhayogena prajñā bhāvayitavyā | yāvat 
sarvākārajñatām.  bhāvayatānupalambhayogena sarvākārajñatā 
bhāvayitavyā |

⑹　瑜伽行派における三十七菩提分法について、篠田［1966：5］は、「瑜伽論や
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集論釈では声聞と菩薩の三十七菩提分の差別は何も説かれていないし、唯識派
の教義との結びつきもない。」と述べるが、これ以下に示すように『瑜伽論』
中『菩薩地』では、声聞行と区別して三十七菩提分法の修習が説示されている。

⑺　なお、『菩薩地』「行品」によれば、一切の菩薩行が、⑴　波羅蜜行、⑵　菩提
分法行、⑶　神通行、⑷　成熟有情行の四種に分類されている。

⑻　これは、『声聞地』「第二瑜伽処」の「瑜伽の修習」（yogabhāvanā）に詳述
されるものを指す（ŚBh 288.19-330.18, cf. 声聞地研究会［2007：174-237］）。

⑼　なお、ここでの「大乗の道理」とは「世俗の道理」に対比されていることか
らわかるように「勝義の道理」を意味している。そして、この勝義的道理で如
実に知られるべき対象、すなわち勝義的存在が「離言自性という法性」と呼ば
れている。これは『菩薩地』における勝義存在についての特徴的な表現である。
以下に用例を挙げておく。Cf. 高橋［2005：21］.

　BBh 41.15-22:
　　　�sa khalu bodhisattvas tena dūrānupravist. .ena dharmanairātmyajñānena 

nirabhilāpyasvabhāvatām.  sarvadharmān. ām.  yathābhūtam.  viditvā na 
kam. cid dharmam.  katham. cit vikalpayati | nānyatra vastumātram.  gr. hn. āti 
tathatāmātram | |  na cāsyaivam.  bhavati vastumātram.  vaitat 
tathatāmātram.  veti | arthe tu sa bodhisattvas caraty arthe parame caran 
sarvadharmām. ś tayā tathatayā samasamān yathābhūtam.  prajñayā 
paśyati | |

⑽　なお、安慧はこの anupalambhayoga について以下のように説明する。
　MAVT.  186.24-187.6:
　　　�bodhisattvās tv anupalambhayogeneti kalpitasvabhāvānupalambhaprakār

e n. e t y  a r t h a h.  |  k i m  a r t h a m  e v a m.  m a n a s i k u r v a n t i , 
sarvavikalpaprahān. ārtham | es. a ca tes. u viśes. a ucyate | na kevalam 
anupalambhayogenaiva manasikurvanti, kim.  tarhy anityādibhir apy 
ākāraih. , evam.  manasikāraviśes. ād viśist. .atā |

　　　�しかし、諸菩薩は不可得という仕方でというのに関して、分別された自性
（kalpitasvabhāva）に対して不可得というやり方（prakāra）によって、
という意味である。どうしてこのように作意するのか。全ての分別を断じ
るためである。そして、これが彼らの勝れていることであると言われる。
単に不可得という仕方のみで作意するのではなく、無常などの行相によっ
ても［作意する］のである。このように、作意が勝れているという点で、

［菩薩には］殊勝性があるのである。
⑾　こ の 点 に つ い て は、 堀 内［2009］ で も 言 及 さ れ て お り、 こ の

anupalambhayogena という語に関して、『二万五千頌般若』の以下の別の用例
を挙げている。
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　PsP 146.5:
　　　�bodhisattvo mahāsattvah.  prajñāpāramitāyām.  śiks.ate anupalambhayogena |
　PsP 149.4- 5 :
　　　�bodhisattvo mahāsattvah.  prajñāpāramitāyāñ caran prajñāpāramitām.  

śiks. amān. ah.  sarvākārajñatāyām.  niryāsyaty anupalambhayogena |
⑿　また『大乗荘厳経論』でも、三十七菩提分法各支について菩薩特有の修習方

法を詳述している。『大乗荘厳経論』第 XVIII 章において三十七菩提分法が詳
説されている。そのうち、第 XVIII 章第42-44偈の四念処の解説において、四
念処が⑴　根拠　⑵　対治　⑶　悟入　⑷　認識対象　⑸　作意　⑹　獲得　⑺　順応する
こと　⑻　随順すること　⑼　遍知すること　⑽　生まれ　⑾　分量　⑿　最勝なること　
⒀　修習　⒁　証得といった十四行相の観点から解説されている。これら十四行
相によって修習するものとしてまとめられた四念処の内容は、他の論書では見
られず、『荘厳経論』独自の解釈と考えられる。この点については、岸［2013］
に詳細な考察が為されているため、本稿では言及しない。

⒀　当該注釈の『中観心論』の偈頌は以下の通り。
　　　　　　mahāyānoktasatyādisamgrahād vinayādis.u | | MHK IV.35cd
　　　　　　�(theg pa chen por bstan paʼi bden pa la sogs pa ni ʼdul ba la 

sogs paʼi nang du bsdus paʼi phyir te | |)
⒁　この問題については、江島［1980］や Lindtner ［1982］をはじめとする多く

の研究者によって取り上げられ、枚挙に遑がない。
⒂　Cf. 安間［2007］［2008］、池田［2001a, b］、早島［2014］etc.
⒃　早島［2014］は、二諦説の文脈において、『中辺分別論』に見られた特徴的

な勝義解釈が、『思択炎』に確認されるとし、『中辺分別論』が清弁の思想に影
響を及ぼしたことを指摘している。同様の見解は、斎藤［1999］でも、清弁の

『般若灯論』（Prajñāpradīpa）と『中辺分別論』との解釈の一致から、『中辺分
別論』と清弁の影響関係を指摘する。

キーワード　三十七菩提分法，Bodhisattvabhūmi, Madhyāntavibhāga, 
Tarkajvālā, anupalambhayoga
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